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明 細 書

発明の名称 ：電子機器、情報処理方法およびプログラム

技術分野

[0001 ] 本発明は、電子機器、情報処理方法およびプログラムに関する。

背景技術

[0002] 従来より、衣服 を着た人を撮像 して、色及び生地等を判別 した り、襟及び

袖等の形状 を判別 した りして、 この衣服の種類 を分類するシステムが提案さ

れている （例えば、特許文献 1 ) 。 また、携帯端末によりユーザの位置を検

出 し、 この検出 した位置に基づいて店舗等を紹介するシステムが提案されて

いる （例えば、特許文献 2 ) 。

[ 先行技術文献 ]

[特許文献 ]

[特許文献 1 ] 特開 2 0 1 0 - 2 6 2 4 2 5 号公報

[特許文献 2 ] 特開 2 0 0 - 9 3 5 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0003] しか しなが ら、従来の衣服の種類 を分類するシステムでは、ユーザの衣服

を撮像 し分類するための設備 を準備 した り、 カメラマンを必要 と した りしな

ければな らな く、使い勝手が悪かった。従来の店舗等を紹介するシステムで

は、ユーザの位置情報 しか考慮されてお らず、使い勝手が悪かった。

課題を解決するための手段

[0004] 本発明の第 1 の態様 においては、ュ一ザ身な りを撮像可能な撮像部 と、前

記撮像部の撮像結果に基づいて、前記ユーザに情報 を提供する情報提供部 と

、 を備える電子機器を提供する。

[0005] 本発明の第 2 の態様 においては、ュ一ザ身な りを撮像可能な撮像部 により

前記ユーザの身な りを撮像する撮像ステ ップと、前記撮像部 による撮像結果

に基づいて、前記ユーザに情報 を提供する情報提供ステ ツプとを備える情報



処理方法を提供する。

[0006] 本発明の第 3 の態様においては、ュ一ザ身なりを撮像可能な撮像部により

前記ユーザの身なりを撮像する撮像ステップと、前記撮像部による撮像結果

に基づいて、前記ユーザに情報とをコンピュータに実行させるためのプログ

ラムを提供する。

[0007] 本発明の第 4 の態様においては、表示を行なう表示部と、前記表示部が表

示をしていない場合においてユーザを撮像する撮像部と、前記表示部が表示

をしていない場合において前記ュ一ザの状態を検出する検出部と、を備える

電子機器を提供する。

[0008] 本発明の第 5 の態様においては、情報を表示部に表示する表示ステップと

、前記表示部が情報を表示 していない場合においてユーザを撮像する撮像ス

テツプと、前記表示部が表示をしていない場合において前記ユーザの状態を

検出する状態検出ステップと、を備える情報処理方法を提供する。

[0009] 本発明の第 6 の態様においては、情報を表示部に表示する表示ステップと

、前記表示部が情報を表示 していない場合においてユーザを撮像する撮像ス

テツプと、前記表示部が表示をしていない場合において前記ユーザの状態を

検出する状態検出ステップと、をコンピュータに実行させるためのプロダラ

厶を提供する。

[001 0] 本発明の第 7 の態様においては、ユーザを撮像可能な撮像部と、前記撮像

部が撮像 した画像に前記ユーザの身なりに関する画像が含まれている場合に

前記身なりに関する情報を検出する第 1検出部と、を備える電子機器を提供

する。

[001 1] 本発明の第 8 の態様においては、ュ一ザを撮像可能な撮像部によりュ一ザ

を撮像する撮像ステップと、前記撮像部が撮像 した画像に前記ユーザの身な

りに関する画像が含まれている場合に前記身なりに関する情報を検出する第

1検出ステップと、を備える情報処理方法を提供する。

[001 2] 本発明の第 9 の態様においては、ュ一ザを撮像可能な撮像部によりュ一ザ

を撮像する撮像ステップと、前記撮像部が撮像 した画像に前記ユーザの身な



りに関する画像が含まれている場合に前記身なりに関する情報を検出する第

検出ステップと、をコンピュータに実行させるためのプログラムを提供す

る。

[001 3] なお、上記の発明の概要は、本発明の必要な特徴の全てを列挙 したもので

はない。また、これらの特徴群のサブコンビネーシ ョンもまた、発明となり

うる。

図面の簡単な説明

[0014] [ 図1] 本実施形態に係る携帯端末 1 0 の外観構成を示す。

[ 図2] 本実施形態に係る携帯端末 1 0 の機能構成を示す。

[ 図3] 本実施形態に係る携帯端末 1 0 の制御フローを示す。

[ 図4 ] 図 3 に続 く制御フローを示す。

[ 図5] 本実施形態の変形例に係る携帯端末 1 0 の外観構成を示す。

[ 図6] 変形例に係る携帯端末 1 0 の機能構成を示す。

[ 図7] ユーザが保有する服装の画像デ一タおよび口グを記述 したテ一プルの一

例を示す。

[ 図8] 変形例に係る携帯端末 1 0 の制御フローを示す。

発明を実施するための形態

[001 5] 以下、発明の実施の形態を通 じて本発明を説明するが、以下の実施形態は

請求の範囲にかかる発明を限定するものではない。また、実施形態の中で説

明されている特徴の組み合わせの全てが発明の解決手段に必須であるとは限

らない。

[001 6] 図 1 は、本実施形態に係る携帯端末 1 0 の外観構成を示す。携帯端末 1 0

は、ユーザにより携帯 して用いられる情報機器である。携帯端末 1 0 は、電

話機能、インタ一ネッ ト等に接続するための通信機能、および、プログラム

を実行するためのデータ処理機能等を有する。携帯端末 1 0 は、一例として

、長方形の主面を有する薄板状であり、片手の手のひらで把持することがで

きる程度の大きさである。

[001 7] 携帯端末 1 0 は、ディスプレイ 1 2 と、タツチパネル 1 4 と、内蔵カメラ



1 6 と、 マイク 1 8 と、生体セ ンサ 2 0 とを備 える。デ ィスプ レイ 1 2 は、

当該携帯端末 1 0 の本体の主面側 に設 け られる。デ ィスプ レイ 1 2 は、例 え

ば当該主面の大半の領域 （例 えば 9 0 % ) を占める大 きさを有する。デ イス

プ レイ 1 2 は、画像、各種情報 およびボタン等の操作入力用画像 を表示する

。デ ィスプ レイ 1 2 は、一例 と して、例 えば液晶表示素子を用いたデバイス

である。

[001 8] タ ツチパネル 1 4 は、 ユーザが触れた ことに応 じて情報 を入力する。 タツ

チパネル 1 4 は、デ ィスプ レイ 1 2 上 またはデ ィスプ レイ 1 2 内に組み込 ま

れて設 け られる。従 って、 タツチパネル 1 4 は、ユーザがデ ィスプ レイ 1 2

の表面 をタツチすることによ り、種 々の情報 を入力する。

[001 9] 内蔵 カメラ 1 6 は、撮像 レンズおよび撮像素子を有 し、被写体 を撮像する

。撮像素子は、一例 と して、 C C D および C M O S デバイスである。 また、

撮像素子は、一例 と して、 R G B 3 原色がべィャ配列されたカラ一フィル タ

を含み、各色のそれぞれに対応 した色信号 を出力する。

[0020] 内蔵 カメラ 1 6 は、 当該携帯端末 1 0 の本体 におけるデ ィスプ レイ 1 2 が

設 け られる面 （すなわち、主面）に設 け られる。従 って、 内蔵 カメラ 1 6 は

、 当該携帯端末 1 0 のタツチパネル 1 4 に対 して操作 しているユーザの顔 お

よび服装 を撮像することがで きる。 また、 内蔵 カメラ 1 6 は、撮像 レンズと

して広角 レンズを有する場合 には、操作 しているユーザに加えて、ユーザの

近傍 にいる他のュ一ザ （例 えばュ一ザの隣にいる人）の顔 および服装 を撮像

することがで きる。

[0021 ] また、携帯端末 1 0 は、 内蔵 カメラ 1 6 に加えて、主面 とは反対側 に他の

カメラを更に備 えてもよい。 これによ り、携帯端末 1 0 は、ユーザ とは反対

側 に位置する被写体 を撮像することがで きる。

[0022] マイク 1 8 は、 当該携帯端末 1 0 の周囲の音声 を入力する。マイク 1 8 は

、一例 と して、 当該携帯端末 1 0 の本体 における主面の下方側 に設 け られる

。 これによ り、マイク 1 8 は、ユーザの口と対向する位置 に配置 されて、ュ

一ザが話す音声 を入力 しゃす くなる。



[0023] 生体 セ ンサ 2 0 は、 当該携帯端末 1 0 を保持するユーザの状態 を取得 する

。生体セ ンサ 2 0 は、一例 と して、 ユーザの体温、血圧、脈拍 および発汗量

等 を取得 する。 また、生体セ ンサ 2 0 は、一例 と して、 ユーザが当該生体セ

ンサ 2 0 を保持 している力 （例 えば握力） を取得 する。

[0024] 生体 セ ンサ 2 0 は、一例 と して、特 開 2 0 0 5 _ 2 7 0 5 4 3 号公報 に開

示 されているように、発光 ダイオー ドによ りユーザ に向けて光 を照射 し、 こ

の光 に応 じてユーザか ら反射 した光 を受光することによ り、脈拍 を検 出する

。 また、生体セ ンサ 2 0 は、一例 と して、特 開 2 0 0 5 — 2 7 0 5 4 3 号公

報 に開示 されているような腕時計型の生体セ ンサ によ り検 出された情報 を取

得 してもよい。

[0025] また、生体セ ンサ 2 0 は、携帯端末 1 0 の本体の長辺側 の側部 の 2 箇所 に

設 け られた圧力セ ンサ を含んでもよい。 このように配置 された圧力セ ンサは

、 ユーザが当該携帯端末 1 0 を保持 した ことおよび当該携帯端末 1 0 を保持

する力 を検 出することがで きる。

[0026] また、生体セ ンサ 2 0 は、 このような圧力セ ンサ によ りユーザが当該携帯

端末 1 0 を保持 した ことを検 出 してか ら、他 の生体情報 の取得 を開始 しても

よい。 また、携帯端末 1 0 は、電源 がオ ンとな っている状態 において、 この

ような圧力セ ンサ によ りユーザが当該携帯端末 1 0 を保持 した ことを検 出 し

てか ら、他 の機能 をオ ンと してもよい。

[0027] 図 2 は、本実施形態 に係 る携帯端末 1 0 の機能構成 を示す。携帯端末 1 0

は、 図 1 に示 した構成 に加 えて、 C P U (Cent r a l Process i ng Un i t ) 2 2 と

、 G P S ( GLoba L Pos i t i on i ng System) モジュール 2 4 と、温度計 2 6 と、

カ レンダ一部 2 8 と、不揮発性 メモ リ3 0 と、音声解析部 3 2 と、画像分析

部 3 4 と、通信部 3 6 とを備 える。

[0028] C P U 2 2 は、 当該携帯端末 1 0 の全体 を制御 する。 C P U 2 2 は、携帯

端末 1 0 の全体 を制御 する。本実施 の形態 においては、 C P U 2 2 は、ュ一

ザの服装、ュ一ザのいる場所、 ュ一ザが一緒 にいる人およびュ一ザの言葉遣

い等 に応 じてュ一ザ に情報 を提供 するための制御 を行 う。



[0029] G P S モジュール 2 4 は、当該携帯端末 1 0 の位置 （例えば緯度および経

度）を検出する。 C P U 2 2 は、 G P S モジュール 2 4 により検出されたュ

—ザのいる位置の履歴 を取得 して、不揮発性 メモ リ3 0 に記憶 させる。 これ

により、 C P U 2 2 は、ユーザの行動範囲を検出することができる。例えば

、 C P U 2 2 は、 G P S モジュール 2 4 により検出された位置に基づき、平

曰の午前 9 時か ら午後 6 時までのユーザの行動範囲をビジネスでの行動範囲

( ビジネス領域） と して登録 し、平 日の午前 9 時か ら午後 6 時までの ビジネ

ス時間帯以外の時間帯における行動範囲をプライべ一 卜の行動範囲と して登

録する。

[0030] 温度計 2 6 は、携帯端末 1 0 の周囲の温度 を検出する。なお、温度計 2 6

は、生体センサ 2 0 によるユーザの体温を検出する機能 と兼用される構成で

あってもよい。

[0031 ] カ レンダ一部 2 8 は、年、月、 日、時刻 といった時間情報 を取得 して、 C

P U 2 2 に出力する。 さらに、 カ レンダ一部 2 8 は、計時機能を有する。

[0032] 不揮発性 メモ リ3 0 は、 フラッシュメモ リ等の半導体メモ リである。不揮

発性 メモ リ3 0 は、 C P U 2 2 によって実行される当該携帯端末 1 0 を制御

するためのプログラム、および、当該携帯端末 1 0 を制御するための各種パ

ラメ一タ等を記憶する。 さらに、不揮発性 メモ リ3 0 は、ユーザのスケジュ

—ル、各種センサが検出 した各種データ、ュ一ザが登録 した顔データ、顔表

情データ、および、服装 に関するデータ等を記憶する。

[0033] このうち、顔表情データには、笑顔、泣 き顔、怒 り顔、驚 き顔、眉間に皺

を寄せている表情等を表すデータが含 まれる。 また、服装データには、各服

装 （スーツ、ジャケ ッ ト、和服、ネクタイ、ポケ ッ トチーフ、 コ一 卜等）を

識別するための画像データが含 まれる。 また、服装データは、 フォーマルな

服装 （例えばスーツ、ジャケ ッ ト、和服、ネクタイ、ポケ ッ トチーフ、 コ一

卜） と、 カジュアルな服装 （例えばポロシャツ、 T シャツ、 ダウンジャケ ッ

卜） とを識別するための画像データであってもよい。 また、それぞれの服装

の特徴的な形状 （例えば、襟部分の形状）を不揮発性 メモ リ3 0 に記憶 させ



ておいてもよい。

[0034] また、不揮発性メモリ3 0 は、敬語の使い方および挨拶の表現等の言葉の

表現例を記憶 してもよい。本実施の形態においては、C P U 2 2 は、例えば

、敬語を使わなければならない状況において、不揮発性メモリ3 0 に記憶さ

れた敬語の表現を読み出してディスプレイ 1 2 に表示する。また、C P U 2

2 は、斎場等にいる状況においては、C P U 2 2 は、不揮発性メモリ3 0 に

記憶されたお悔やみの言葉の表現を読み出して、ディスプレイ 1 2 に表示す

る。

[0035] 音声解析部 3 2 は、マイク 1 8 から取り込まれる音声の特徴を解析する。

音声解析部 3 2 は、一例として、音声認識辞書を有 し、識別 した音声をテキ

ス トデータに変換 してディスプレイ 1 2 に表示する。また、携帯端末 1 0 に

音声認識プログラムがィンス トールされている場合には、音声解析部 3 2 は

、 C P U 2 2 によりこのような音声認識プログラムを実行 した結果を取得 し

て、音声認識をしてもよい。

[0036] また、音声解析部 3 2 は、入力 した音声に含まれる言葉の内容が、丁寧な

言葉 （例えば、敬語、丁寧語および謙譲語等）であるか、日常語 （平語）で

あるか、または、それ以外の砕けた言葉であるかを分類する。本実施の形態

においては、音声解析部 3 2 は、丁寧な言葉 （敬語、丁寧語および謙譲語）

を第 1 の分類、日常語を第 2 の分類、それ以外の言葉を第 3 の分類とする。

音声解析部 3 2 は、第 3 の分類に属する言葉遣いを検出した場合には、ユ ー

ザがリラックスしている状態であったり、親密度が高い人と会話 している状

態であつたりすることを認識できる。

[0037] また、音声解析部 3 2 は、一例として、言葉遣いの分類を、会話の語尾の

内容に応 じて判断する。音声解析部 3 は、一例として、" おはようございま

す" というように、語尾が" ございます （です、ます）"であれば第 1 の分類と

する。また、音声解析部 3 2 は、一例として、" おはよう" というように、語

尾が"です、ます"ではなく、音声認識辞書に登録されている言葉であれば第

2 の分類とする。また、音声解析部 3 2 は、" おは一" というように、音声認



識辞書 に登録 され て いな い言葉 であれ ば、 第 3 の分類 とす る。

[0038] 画像 分析部 3 4 は、 内蔵 カメラ 1 6 が撮像 した画像 を分析 す る。 画像 分析

部 3 4 は、 内蔵 カメラ 1 6 が撮像 した画像 に加 えて、 タ ツチパ ネル 1 4 と反

対面側 に設 け られ た カメラが撮像 した画像 を分析 して もよい。

[0039] 画像 分析部 3 4 は、 一例 と して、顔 認識部 4 2 、表情検 出部 4 4 、 お よび

服装検 出部 4 6 を有 す る。顔 認識部 4 2 は、 内蔵 カメラ 1 6 が撮像 した画像

に、顔 が含 まれ て い るか否 か を検 出す る。 さ らに、顔 認識部 4 2 は、 画像 に

顔 を検 出 した場合 には、検 出 した顔 の部 分 の画像 デ ー タ と、 不揮 発性 メモ リ

3 0 に記憶 され て い るユーザ の顔 の画像 デ ー タ とを比較 （例 えばパ ター ンマ

ツチ ング） して、 内蔵 カメラ 1 6 が撮像 した人 を認識 す る。 内蔵 カメラ 1 6

は、 デ ィス プ レイ 1 2 と同 じ側 の面 に設 け られ て い るので （言 い換 え る と、

タ ツチパ ネル 1 4 と同 じ側 の面 に設 け られ て い るので）、 ユーザ お よび ュ一

ザ の隣 にい る人 の顔 を撮像 す る ことがで きる。従 って、顔 認識部 4 2 は、 ュ

—ザ お よび ュ一ザ の隣 にい る人 の顔 を認識 す る ことがで きる。

[0040] 表情検 出部 4 4 は、顔 認識部 4 2 によ り認識 され た顔 の画像 デ ー タ と、 不

揮 発性 メモ リ 3 0 に記憶 され て い る顔表情 デ ー タ と比較 して、 内蔵 カメラ 1

6 が 撮像 した人 （例 えばユーザ お よび ユーザ の隣 にい る人） の表情 を検 出す

る。 な お、表情検 出部 4 4 は、 笑顔、 泣 き顔、 怒 り顔、驚 き顔、 眉 間 に皺 を

寄 せ て い る顔、 緊張 して い る顔、 お よび、 リラ ックス して い る顔 等 の表情 を

検 出す る。 不揮 発性 メモ リ 3 0 は、 これ らの複数 の表情 デ ー タを記憶 す る。

笑顔検 出の方法 は、 一例 と して、 米 国公 開特 許 2 0 0 8 — 0 3 7 8 4 1 号 に

開示 され て い る。 また、 眉 間の皺 の検 出の方法 は、 一例 と して、 米 国公 開特

許 2 0 0 8 — 2 9 2 1 4 8 号 に開示 され て い る。

[0041 ] 服装検 出部 4 6 は、 内蔵 カメラ 1 6 によ り撮像 され たュ一ザ の服装 が、 ど

の よ うな服装 であ るか を検 出す る。服装検 出部 4 6 は、撮像 され た画像 に含

まれ て い る服装 の箇 所 の画像 デ ー タ と、 不揮 発性 メモ リ 3 0 に予め登録 され

て い る服装 の画像 デ 一 夕 とをパ ター ンマ ッチ ング して服装 を検 出 して もよい

。 さ らに、服装検 出部 4 6 は、 ュ一ザ の服装 の種 別 を判 断 す る。 本実施 の形



態においては、服装検出部 4 6 は、ュ一ザの服装が、フォ一マルな服装か、

カジュアル （インフォ一マル）な服装かを判断する。

[0042] 顔認識部 4 2 により顔が含まれていると判断された画像は、認識 した顔の

下方部分に服装を含む。従って、服装検出部 4 6 は、一例として、顔認識部

4 2 により認識された顔の下方部分の予め定められた範囲の画像と、不揮発

性メモリ3 0 に記憶されている服装データ （画像データ）とをパターンマツ

チングすることにより、ユーザの服装を検出することができる。

[0043] また、服装検出部 4 6 は、携帯端末 1 0 を操作 しているュ一ザの服装を検

出および服装の種別を判断する。これに加えて、画像内に他のユーザが含ま

れている場合には、服装検出部 4 6 は、ユーザ以外の人の服装の種別を判断

してもよい。例えば、服装検出部 4 6 は、画像内に複数の人が含まれている

場合には、これら複数人のグループが、フォーマルな服装のグループかカジ

ュアルな服装のグループかを判別 してもよい。また、服装検出部 4 6 は、内

蔵カメラ 1 6 の撮像素子から検出された色信号に基づいて、服装の種別を分

類 してもよい。服装検出部 4 6 は、黒、紺、グレー、ベージュといったよう

な落ち着いた感 じの色合いが多い服装の場合には、フォーマルな服装である

と判断 し、赤、青、黄色といったような鮮やかな色合いが多い場合にはカジ

ュアルな服装であると判断する。

[0044] 通信部 3 6 は、ネットワーク上のサーバおよび他の携帯端末と通信する。

通信部 3 6 は、一例として、インタ一ネット等の広域ネットワークにァクセ

スする無線通信ュニッ卜、 B l u e t o o t h (登録商標）による通信を実

現するB I u e t o o t h (登録商標）ュニッ卜、及び、 F e I i c a (登

録商標）チップ等を有 し、サーバおよび他の携帯端末と通信する。

[0045] 図 3 は、本実施形態に係る携帯端末 1 0 の制御フロ一を示す。図4 は、図

3 に続 く制御フローを示す。

[0046] 携帯端末 1 0 は、ユーザにより操作が開始されると、図 3 および図4 に示

す処理を実行する。携帯端末 1 0 は、一例として、ユーザが当該携帯端末 1

0 を保持 したことを生体センサ 2 0 が検出したこと、および、ユーザがタツ



チパネル 1 4 に触れたこと等を条件 と して、ユーザにより操作が開始された

と判断する。

[0047] まず、 C P U 2 2 は、 カ レンダ一部 2 8 か ら、操作が開始された年月日お

よび時刻を取得する （ステ ップS 1 1 ) 。本例 においては、 C P U 2 2 は、

1 0 月の平 日の午前 1 1 日寺3 0 分であることを取得 したとする。

[0048] 続 いて、 C P U 2 2 は、各種センサか ら周辺情報 を取得する （ステ ップS

1 ) 。 C P U 2 2 は、一例 と して、 G P S モジュール 2 4 か ら位置情報 を

取得するとともに、温度計 2 6 か ら温度情報 を取得する。 また、 C P U 2 2

は、一例 と して、温度情報 に加えて不図示の湿度計により湿度情報 を取得 し

てもよい。本例 においては、 C P U 2 2 は、 G P S モジュール 2 4 か ら位置

情報 を取得 し、温度計 2 6 か ら2 0 度の温度情報 を取得 したとする。

[0049] 続 いて、 C P U 2 2 は、ユーザの生体情報 を取得する （ステ ップS 1 3 )

。 C P U 2 2 は、一例 と して、生体センサ 2 0 か らユーザの体温、脈拍およ

び血圧等を取得する。本例 においては、 C P U 2 2 は、生体センサ 2 0 か ら

、通常時よりも高い脈拍および血圧を取得 し、手か ら発汗があることを取得

したとする。なお、ステ ップS 1 1 、 S 1 2 および S 3 の処理順序は適宜

入れ替えてもよい。

[0050] 続 いて、 C P U 2 2 は、取得 した年月日および時刻、周辺情報および生体

情報 に基づき、撮像 タイミングであるか否かを判断する （ステ ップS 1 4 )

。 C P U 2 2 は、一例 と して、年月日および時刻、周辺情報および生体情報

が予め設定された条件に一致 している場合に、撮像 タィミングであると判断

する。例えば、 C P U 2 2 は、 ビジネス領域の時間帯であ り、且つ、ユーザ

が緊張 していると判断される生体情報が検出された場合、撮像 タィミングで

あると判断 してもよい。 また、 C P U 2 2 は、 G P S モジュール 2 4 の出力

に基づいて、ュ一ザが初めて訪れる場所にいた り、久 しぶ りに訪れる場所 （

最後 に訪れてか ら一定期間以上経過 した場所）にいた りする場合に撮像 タイ

ミングを判断 してもよい。

[0051 ] C P U 2 2 は、撮像 タイミングであれば （ステ ップS 1 4 の Y e s ) 、処



理をステップS 1 5 に進める。また、C P U 2 2 は、撮像タイミングでなけ

れば （ステップS 4 のN o ) 、処理をステップS に戻 して、例えば一

定時間後にステップS 1 1 から処理を繰 り返す。また、C P U 2 2 は、撮像

タイミングでなければ （ステップS 4 のN o ) 、本フローを抜けて処理を

終了してもよい。

[0052] 続いて、C P U 2 2 は、撮像タイミングと判断 した場合、内蔵カメラ 1 6

によりユーザおよびユーザの近傍を撮像する （ステップS 1 5 ) 。これとと

もに、C P U 2 2 は、マイク 1 8 によりユーザの周囲の音声を取得する。

[0053] 続いて、画像分析部 3 4 は、内蔵カメラ 1 6 により撮像 した画像を分析 し

て、撮像 した画像に含まれる顔を認識する （ステップS 1 6 ) 。画像分析部

3 4 は、一例として、撮像 した画像に含まれる顔の画像データと、不揮発性

メモリ3 0 に記憶されている顔データとを比較 して、当該携帯端末 1 0 を操

作 しているュ一ザを認識する。さらに、画像分析部 3 4 は、撮像 した画像の

中に、ユーザ以外の他の人の顔が含まれている場合には、更に、その他の人

の顔を認識する。本例においては、画像分析部 3 4 は、男性のュ一ザの顔を

認識 したとする。さらに、本例においては、画像分析部 3 4 は、ユーザの隣

に顔があることは検出したが、ユーザの隣の人の顔の認識はできなかったと

する。

[0054] 続いて、画像分析部 3 4 は、ユーザの身なりを解析する （ステップS 1 7

) 。画像分析部 3 4 は、一例として、ュ一ザの服装を検出して、ュ一ザの服

装の種別を分類する。画像分析部 3 4 は、一例として、ュ一ザの服装が、フ

才一マルな服装か、カジュアルな服装かを判断する。この場合、画像分析部

3 4 は、一例として、撮像 した画像における顔と認識された箇所の下の領域

と、予め登録されている服装データとをパターンマッチングすることにより

、ュ一ザの服装の種別を分類する。画像分析部 3 4 は、一例として、撮像 し

た画像における顔と認識された箇所の下の領域の色合いを検出して、ュ一ザ

の服装の種別を分類する。また、画像分析部 3 4 は、不揮発性メモリ3 0 に

記憶された服装の特徴的な形状とのパターンマッチングにより、ユーザの服



装の種別を分類 してもよく、上述の分類方法を組み合わせてもよい。

[0055] 続いて、C P U 2 2 は、ユーザの状況を分析する （ステップS 1 8 ) 。C

P U 2 2 は、ユーザの身なりに応 じて、ユーザの状況を判断する。C P U 2

2 は、一例として、ユーザの服装がフォーマルな服装であればビジネスの状

況であると判断 し、ユーザの服装がカジュアルな服装であればプライべ一 卜

の状況と判断する。

[0056] 更に、C P U 2 2 は、一例として、年月日および時刻からユーザの状況を

判断 してもよい。C P U 2 2 は、一例として、平日の午前 9 時から午後 6 時

までの間であればビジネスの状況と判断 し、それ以外の時間帯であればプラ

ィべ一 卜の状況と判断する。

[0057] また、更に、C P U 2 2 は、一例として、ユーザの位置に応 じて状況を分

析 してもよい。C P U 2 2 は、一例として、会社の近傍にいる場合にはビジ

ネスの状況と判断 し、ユーザが自宅近傍にいる場合にはプライべ一 卜の状況

と判断する。

[0058] また、更に、C P U 2 2 は、一例として、生体情報からユーザの状況を分

析 してもよい。C P U 2 2 は、一例として、血圧、脈拍および手の汗が平常

時より高い場合には緊張 した状況であると判断する。

[0059] また、更に、C P U 2 2 は、一例として、認識されたユーザの顔の表情か

らュ一ザの状況を分析 してもよい。C P U 2 2 は、一例として、ユーザが緊

張 した表情をしている顔の場合には緊張 した状況であると判断 し、 リラック

スした表情をしている場合にはリラックスした状況であると判断する。

[0060] また、更に、C P U 2 2 は、一例として、マイク 1 8 により取得 した音声

から解析されたユーザまたはユーザの近 くにいる人の言葉遣いに基づきュ一

ザの状況を分析 してもよい。C P U 2 2 は、一例として、ユーザの話 した言

葉の語尾が第 1 の分類であればビジネスの状況と判断 し、第 2 の分類であれ

ば友人と会っている状況であると判断 し、第 3 の分類であれば更に親密な友

人と会っている状況と判断する。本例においては、C P U 2 2 は、ユーザが"

お好きな食べ物は何ですか" という言葉を発 したことを検出し、語尾に"です"



があるので第 1 の分類 と判断 したとする。

[0061 ] また、 C P U 2 2 は、以上の判断結果を総合 して更に詳細にュ一ザの状況

を判断 してもよい。本例 においては、 C P U 2 2 は、ユーザが平 日の午前中

( ビジネスタイム）にフォーマルな服装で ビジネス領域 にいて、緊張 した状

態であまり面識のない人 （親密度が高 くない人）に対 して丁寧な言葉遣いを

している状況である、 との分析結果を取得 したとする。

[0062] ユーザの状況の判断が終 了すると、続いて、 C P U 2 2 は、ユーザの操作

が、通信部 3 6 を用いてネッ 卜ワークか ら情報 を検索 して取得するための検

索操作か否かを判断する （ステ ップS 1 9 ) 。 C P U 2 2 は、ユーザの操作

が検索操作の場合 （ステ ップS 1 9 の Y e s ) 、処理 をステ ップS 2 0 に進

め、ュ一ザの操作が検索操作では無い場合 （ステ ップS 1 9 の N o ) 、処理

をステ ツプS に進める。

[0063] C P U 2 2 は、ユーザの操作が検索操作の場合 （ステ ツプS 1 9 の Y e s

) 、ユーザが検索のために入力 した検索キーワー ドに、ユーザの状況に対応

するキーワー ドを追加 して検索を実行する （ステ ップS 2 0 ) 。 これにより

、 C P U 2 2 は、ネッ トワークか ら、ユーザの状況に適 した情報 をユーザに

対 して提供することができる。

[0064] 本例の場合においては、 C P U 2 2 は、ユーザが入力 した" ランチ" という

検索キ一ヮ一 ドに、服装か ら判断されるユーザの状況を表す" フォーマル" と

いうキーワー ドを追加 して、検索を実行する。 これにより、 C P U 2 2 は、

ネッ 卜ワークか ら、 フォーマルな状況に適 したランチを食べるためのお店等

の情報 を取得することができる。

[0065] また、 C P U 2 2 は、ユーザの服装 により判断される状況に代えて、ュ一

ザの言葉遣いの違いにより判断された状況に応 じてキーワー ドを追加 しても

よい。 C P U 2 2 は、一例 と して、ユーザがフォーマルな格好を している場

合であっても、ユーザの語尾が第 2 の分類 または第 3 の分類である場合には

、例えば" ファース トフ一 ド" または" フアミリ一向け" といったキ一ヮ一 ドを

追加 して検索を実行する。



[0066] また、音声解析部 3 2 がユーザの言葉の中から"食事" という用語を特定 し

た場合において、ユーザがタツチパネル 1 4 により検索メニューを操作 した

ことに応 じて、C P U 2 2 は、ディスプレイ 1 2 に" ランチの検索をしますか

？" というような、特定 した用語に応 じたメッセージを表示 してもよい。また

、C P U 2 2 は、生体センサ 2 0 が検出した生体情報からュ一ザが焦つてい

る状態 （交感神経が活発となり血圧および心拍数が上昇 したり、発汗 したり

する状態）と判断 した場合は、ソフ トウェアによる処理によりタツチパネル

4 の感度を敏感にしたり、ディスプレイ 1 2 に表示する文字を大きくして

もよい。

[0067] —方、C P U 2 2 は、ユーザの操作が検索操作ではない場合 （ステツプS

1 9 の N o ) 、ユーザに対 してア ドバイスを表示するタイミングか否かを判

断する （ステップS 2 1 ) 。 C P U 2 2 は、一例として、ユーザがタツチパ

ネル 1 4 を操作中であって入力量 （操作量）が予め設定された量よりも多い

場合、ア ドバイスを表示するタイミングではないと判断する。また、C P U

2 2 は、一例として、生体センサ 2 0 の検出結果に基づき、ユーザの感情お

よび心情の変化が少ない状態の場合に、ァ ドバイスを表示するタイミングで

あると判断する。また、反対に、C P U 2 2 は、一例として、ユーザの感情

および心情の変化が大きい場合に、ァ ドバイスを表示するタイミングである

と判断する。

[0068] C P U 2 2 は、ア ドバイスを表示するタイミングであると判断 した場合 （

ステップS 2 1 のY e s ) 、処理をステップS 2 2 に進める。また、C P U

2 2 は、ア ドバイスを表示するタイミングではないと判断 した場合 （ステツ

プS 2 1 の N o ) 、ステップS 2 2 をスキップして、処理をステツプS 2 3

に進める。なお、ステップS 2 1 においてア ドバイスを表示するタイミング

ではないと判断 した場合、C P U 2 2 は、ア ドバイスを表示するタイミング

となるまで、当該ステップS 2 で処理を一定時間繰 り返 してもよい。

[0069] 続いて、C P U 2 2 は、ステップS 1 8 で判断 したユーザの状況に応 じた

内容のア ドバイスをディスプレイ 1 2 に表示する （ステップS 2 2 ) 。 C P



U 2 2 は、一例 と して、ュ一ザの状況に応 じて、会話の参考 となる話題 に関

する情報 を表示する。 これにより、 C P U 2 2 は、例えばユーザがあまり面

識の無い人 と緊張 した状態でランチを取 っている場合等において、適切な話

題の情報 をユーザに提供することができる。 より具体的には、 C P U 2 2 は

、 フォーマルな服装で ビジネスの状況でランチを取 っている場合には、政治

、経済、事件等のニュースを表示する。 さらに、 C P U 2 2 は、ユーザの会

話の中か ら特定 したキ一ヮ一 ドに基づき情報 を提供 してもよい。 この場合、

例えばユーザの会話中か ら"為替" というキ一ヮ一 ドが特定された場合には、

C P U 2 2 は、最新の為替 レー ト等を表示する。

[0070] また、ユーザがカジュアルな服装 を していてもあまり面識のない人 と一緒

にな り、会話が弾 まない場合がある。 このような場合、 C P U 2 2 は、一例

と して、 カ レンダ一部 2 8 か ら取得 した日時か ら時節の話題 に関する情報 を

表示 した り、 G P S モジュール 2 4 か らの位置情報 に基づき近隣の話題 に関

する情報 を表示 した りしてもよい。

[0071 ] また、更に、 C P U 2 2 は、服装検出部 4 6 が検出 した服装 に応 じた話題

の情報 を表示 してもよい。例えば、ユーザが白いネクタイを着用 してお り、

G P S モジュール 2 4 か ら検出された位置情報および地図情報 に基づきュ一

ザが結婚式場の近 くにいると判断 した場合には、 C P U 2 2 は、通信部 3 6

を用いて外部サーバか ら結婚に関する情報 を取得 してこれ らの情報 を表示 し

た り、不揮発性 メモ リ3 0 に記憶 されているお祝いの言葉、ス ピーチ例、マ

ナ一に関する情報等を表示 した りする。 また、例えば、ユーザが黒いネクタ

ィを してお り、 G P S モジュール 2 4 か らの位置情報および地図情報 に基づ

きュ一ザが斎場の近 くにいると判断 した場合に、 C P U 2 2 は、不揮発性 メ

モ リ3 0 に記憶 されているお悔やみの言葉および気をつける事項の情報 （使

わない方がよい用語およびマナ一等の情報）を表示する。

[0072] なお、 C P U 2 2 は、当該携帯端末 1 0 に対 して予め定め られたァクシ ョ

ンを した場合 （例えば、例えば当該携帯端末 1 0 を予め定め られた力以上で

握 った場合）、情報の表示タイミングであると判断 して、情報 を表示 しても



よい。また、C P U 2 2 は、検索結果を取得 したことに応 じて、不図示のバ

ィプレ一タ機能により、ユーザに情報検索ができたことを報知するようにし

てもよい。

[0073] 続いて、C P U 2 2 は、ユーザが携帯端末 1 0 の操作を続けているかどう

かを判断する （ステップS 2 3 ) 。C P U 2 2 は、一例として、内蔵カメラ

1 6 がュ一ザを撮像 し続けている場合、ュ一ザが操作を続けていると判断 し

てもよい。ユーザが携帯端末 1 0 の操作を続けている場合には、C P U 2 2

は、ステップS 1 1 に戻り処理を繰 り返す。そして、C P U 2 2 は、ユーザ

が操作を終了した場合には、ユーザによる携帯端末 1 0 の操作時間、ステツ

プS 1 8 で分析されたュ一ザの状況、検索結果、ア ドバイス情報等を不揮発

性メモリ3 0 に記録 して （ステップS 2 4 ) 、本フローを抜けて処理を終了

する。

[0074] なお、C P U 2 2 は、ステップS 2 4 において、認識された顔データのう

ちの不揮発性メモリ3 0 に顔データが未だ登録されていない人について、不

揮発性メモリ3 0 に顔データを記録 してもよい。これにより、C P U 2 2 は

、ユーザが次にその人に会った場合において、その人の顔認識に活用するこ

とができる。

[0075] また、C P U 2 2 は、ステップS 2 4 において、ユーザの言葉遣いの分類

を、相手の人と対応付けて記録 してもよい。そして、C P U 2 2 は、同一の

人との会話において、過去に使っていた言葉の言葉遣いの分類と、今回使つ

た言葉の言葉遣いの分類とが異なる場合、ュ一ザに報知をしてもよい。例え

ば、C P U 2 2 は、同一の人との会話において、ユーザの言葉遣いが第 1 の

分類から第 2 の分類に変化 した場合、ユーザに報知をしてもよい。これによ

り、C P U 2 2 は、そのユーザと何回か会ううちに打ち解けてきたことをュ

—ザに知らせることができる。また、C P U 2 2 は、その相手の言葉遣いも

記録 してもよい。この場合において、C P U 2 2 は、ユーザ自身の言葉遣い

の分類と、相手の言葉遣いの分類とに相違がある場合、バランスが取れてい

ない旨を報知 してもよい。



[0076] また、 C P U 2 2 は、図 3 および図 4 に示すフローチヤ一 卜の処理を、ュ

—ザが 1 人でいる場合に実行 してもよい。例えば、 C P U 2 2 は、ユーザが

1 人でいる場合にュ一ザの服装に応 じた情報を表示 してもよい。より具体的

には、 C P U 2 2 は、一例 として、ユーザが自宅におり室温が 1 5 度 を下回

つているのに半袖の服装でいる場合には、"薄着である旨" をデ ィスプレイ 1

2 に表示する。 また、 C P U 2 2 は、一例 として、気温が 3 0 度 を超えるよ

うな場合に、"水分補給をする旨" をデ ィスプレイ 1 2 に表示する。

[0077] 図 5 は、変形例に係る携帯端末 1 0 の外観構成を示す。なお、本変形例に

係る携帯端末 1 0 は、図 1 か ら図 4 を参照 して説明 した携帯端末 1 0 と略同

—の構成および機能を採るので、同一の構成要素には同一符号を付けて以下

相違点を除き説明を省略する。

[0078] 本変形例に係る携帯端末 1 0 は、図 1 に示 した構成に加えて、 ミラ一フィ

ル厶 5 0 を更に備える。 ミラ一フイルム 5 0 は、デ ィスプレイ 1 2 の表面に

、例えば接着により貼 り付けられている。 ミラ一フイルム 5 0 は、反射性を

有する透過性 フ イル ムであ り、裏面 （デ ィスプレイ 1 2 ) 側か ら照射された

光を表面側に透過するが、裏面 （デ ィスプレイ 1 2 ) 側か ら光が照射されて

いない場合には反射面 として機能する。

[0079] 従 って、 このようなミラ一フイルム 5 0 を備える携帯端末 1 0 は、デ イス

プレイ 1 2 か ら光が発光されていない状態においては （例えば、当該携帯端

末 1 0 の電源がオフの場合）、化粧をするための小型の鏡 として機能する。

なお、携帯端末 1 0 は、 ミラ一フイルム 5 0 に代えて、デ ィスプレイ 1 2 と

同一面であって、デ ィスプレイ 1 2 とは異なる場所に設けられた鏡を備えて

もよい。

[0080] 図 6 は、本変形例に係る携帯端末 1 0 の機能構成を示す。本変形例に係る

携帯端末 1 0 は、図 2 に示 した構成に加えて、バ ックライ ト5 2 を更に備え

る。 また、本変形例において、画像分析部 3 4 は、図 2 に示 した構成に加え

て、顔分析部 5 4 を更に有する。

[0081 ] バ ックライ 卜5 2 は、光源を有 し、液晶表示部等であるデ ィスプレイ 1 2



に対 して画面裏側から光を照射する。バックライ ト5 2 は、C P U 2 2 によ

り光源の才ンおよび才フの切 り換えおよび光量の制御がされる。より具体的

には、C P U 2 2 は、ユーザがタツチパネル 1 4 を操作 している場合、およ

び、ディスプレイ 1 2 に情報を表示する場合、バックライ 卜5 2 をオンにし

て、ディスプレイ 1 2 の視認性を向上させる。また、C P U 2 2 は、ユーザ

がタツチパネル 1 4 を操作 していない場合、バックライ 卜5 2 をオフにする

。また、C P U 2 2 は、 クライ 5 2 をオフする操作をした場合、

クライ 卜5 2 をオフにする。

[0082] 顔分析部 5 4 は、内蔵カメラ 1 6 の撮像結果および内蔵カメラ 1 6 の撮像

素子からの色信号の変化から、ユーザの顔に関する変化を分析する。顔分析

部 5 4 は、一例として、化粧崩れがあるかを分析する。より具体的には、顔

分析部 5 4 は、顔にテカリがあるかどうか、および、口紅の色落ちがあるか

どうか等を分析する。なお、顔のテカリ検出方法は、例えば、特許第4 3 9

6 3 8 7 号明細書に開示されている。

[0083] また、顔分析部 5 4 は、自宅を出る前 （例えば通勤の前）に撮像 した

ザのカラ一の顔画像を基準として、この顔画像から唇部分に色変化が生 じて

いるか否かを判断 して、口紅の色落ちを検出する。また、顔分析部 5 4 は、

ザの曰々の顔画像のデータおよび口紅の状態を不揮発性メモリ3 0 に記

憶させておき、この不揮発性メモリ3 0 のデータとの撮像されたユーザの顔

画像とを比較 して、口紅の色落ちを検出してもよい。

[0084] 図 7 は、ユーザが保有する服装の画像データおよびログを記述 したテープ

ルの一例を示す。本変形例において、不揮発性メモリ3 0 には、ュ一ザが保

有 している複数の服装の画像データが記憶されている。例えば、不揮発性メ

モリ3 0 には、ユーザが保有 している、スカー ト、プラウスおよびコ一 卜等

の画像データが記憶されている。

[0085] C P U 2 2 は、不揮発性メモリ3 0 に、新たな服装の画像データを適宜追

加する。C P U 2 2 は、一例として、ユーザがネットワーク等を介 してオン

ラインショップで服を購入 した場合に、その服の画像および名称等を不揮発



性メモリ3 0 に登録する。また、C P U 2 2 は、ュ一ザが新たな服を撮像 し

た場合、その撮像 した服の画像および名称等を不揮発性メモリ3 0 に登録す

る。また、服装には、服のみならず、アクセサ リ、帽子、靴およびカバン等

を含んでいてもよい。

[0086] また、不揮発性メモリ3 0 には、それぞれの服装に対応 して、第 1 のログ

および第 2 のログが登録されている。第 1 のログには、当該服装の着用頻度

が含まれる。第 1 のログには、一例として、月毎の着用頻度および季節毎の

着用頻度が含まれる。また、第 2 のログには、当該服装のユーザのお気に入

り度が含まれる。第 2 のログには、一例として、 1 から9 までの数値でお気

に入り度が表されている。なお、第 1 のログおよび第 2 のログの更新につい

ては、次のフローの説明において行う。

[0087] 図 8 は、本実施形態に係る携帯端末 1 0 の制御フローを示す。携帯端末 1

0 は、ュ一ザによる操作またはュ一ザによる当該携帯端末 1 0 の保持が検出

されると、図 8 に示す処理を実行する。

[0088] C P U 2 2 は、カレンダ一部 2 8 から、操作が開始された年月曰および時

刻を取得する （ステップS 3 1 ) 。続いて、C P U 2 2 は、各種センサから

周辺情報を取得する （ステップS 3 2 ) 。続いて、C P U 2 2 は、ユーザの

生体情報を取得する （ステツプS 3 3 ) 。なお、ステップS 3 1、 S 3 2 お

よびS 3 3 の処理は、図 3 および図4 に示 したフローチヤ一 卜のステップS

1 1、 S 1 2 およびS 3 の処理と同様である。

[0089] 続いて、C P U 2 2 は、取得 した年月日および時刻、周辺情報および生体

情報に基づき、撮像タイミングであるか否かを判断する （ステップS 3 4 )

。 C P U 2 2 は、一例として、年月日および時刻、周辺情報および生体情報

が予め設定された条件に一致 している場合に、撮像タィミングであると判断

する。

[0090] 例えば、C P U 2 2 は、自宅を出る前 （例えば通勤の前）の時間帯であつ

てユーザが自宅にいる場合、または、ユーザが会社に出勤 してから一定時間

経過後の時間帯であってユーザが会社内にいる場合等において、撮像タイミ



ングであると判断 してもよい。 C P U 2 2 は、撮像 タイミングであれば （ス

テ ツプS 3 4 の Y e s ) 、処理 をステ ップS 3 5 に進める。 また、 C P U 2

2 は、撮像 タイミングでなければ （ステ ップS 3 4 の N o ) 、処理 をステ ツ

プS 3 に戻 して、例えば一定時間後 にステ ップS 3 か ら処理 を繰 り返す

。 また、 C P U 2 2 は、撮像 タイミングでなければ （ステ ップS 3 4 の N o

) 、本 フローを抜 けて処理 を終 了 してもよい。

[0091 ] 続 いて、 C P U 2 2 は、撮像 タイミングと判断 した場合、内蔵カメラ 1 6

によりユーザを撮像する （ステ ップS 3 5 ) 。 この場合において、 C P U 2

2 は、ユーザの顔 と、ユーザの服装 を認識できるような画角等で撮像する。

[0092] 続 いて、 C P U 2 2 は、 クライ 卜5 2 がオ ンとなっているか、 くック

ライ ト5 2 がオフとなっているかを判断する （ステ ップS 3 6 ) 。バ ックラ

イ ト5 2 がオ ンとなっている場合には、ユーザは、当該携帯端末 1 0 を操作

していた り、当該携帯端末 1 0 により表示される情報 を見ていた りする状態

である。反対に、バ ックライ ト5 2 がオフとなっている場合には、ユーザは

、当該携帯端末 1 0 を鏡 と して使用 している状態である可能性が高い。

[0093] バ ックライ ト5 2 がオ ンとなっている場合、即ち、ユーザが携帯端末 1 0

を操作 していた り、表示されている情報 を見ていた りする状態の場合 （ステ

ップS 3 6 の Y e s ) 、 C P U 2 2 は、処理 をステ ップS 3 7 に進める。 ま

た、バ ックライ ト5 2 がオフとなっている場合、即ち、ユーザが携帯端末 1

0 を鏡 と して使用 している場合 （ステ ップS 3 6 の N o ) 、 C P U 2 2 は、

処理 をステ ップS 4 0 に進める。

[0094] バ ックライ ト5 2 がオ ンとなっている場合の処理 において、画像分析部 3

4 は、ュ一ザを撮像 した画像 における服装部分の画像データと、不揮発性 メ

モ リ3 0 に記憶 されているユーザの服装の画像デ一夕とパターンマ ッチング

等を して、ユーザが身につけている服等が、ユーザが保有 している服装のう

ちの何れなのかを特定する （ステ ップS 3 7 ) 。 さらに、画像分析部 3 4 は

、特定 した服装の組み合わせを更に判別 してもよい。

[0095] 続 いて、 C P U 2 2 は、特定 した服装 に対応する第 1 のログを更新する （



ステップS 3 8 ) 。より具体的には、C P U 2 2 は、特定 した服装に対応す

る頻度 （当月の頻度および当該季節の頻度）の値を、 1 つカウン トアップす

る。さらに、C P U 2 2 は、服装の組み合わせを特定 した場合には、特定 し

た組み合わせの情報を不揮発性メモリ3 0 に記憶させる。

[0096] また、C P U 2 2 は、ステップS 3 7 ~ S 3 8 の処理を 1 日 1 回のみ行う

ようにしてもよい。これにより、C P U 2 2 は、ユーザが保有 しているそれ

ぞれの服をュ一ザがどの程度の頻度で着ているかを、日毎に更新することが

できる。なお、C P U 2 2 は、撮像された画像が不鮮明でュ一ザの服装が検

出できない場合には、ステップS 3 7 ~ S 3 8 の処理をスキップする。

[0097] 続いて、画像分析部 3 4 は、ユーザの顔を分析する （ステップS 3 9 ) 。

より具体的には、画像分析部 3 4 は、ュ一ザの顔画像から、口紅の色落ちお

よび顔のテカリ等が生 じて、化粧崩れが生 じたかを分析する。また、ユーザ

が男性の場合には、画像分析部 3 4 は、ひげが伸びてきたかどうかを分析 し

てもよい。画像分析部 3 4 は、一例として、自宅を出る前 （例えば通勤の前

) に撮像 したュ一ザの顔画像と、ステップS 3 5 で撮像 した顔画像とを比較

して、化粧崩れが生 じているかまたはひげが伸びできたかを分析する。C P

U 2 2 は、ステップS 3 9 の処理を終えると、処理をステップS 4 3 に進め

る。

[0098] —方、バックライ ト5 2 がオフとなっている場合において、C P U 2 2 は

、ユーザの感情を解析する （ステップS 4 0 ) 。C P U 2 2 は、一例として

、生体センサ 2 0 の検出結果および顔画像から解析された表情等から、ュ一

ザが、機嫌が良いのか、普通の気分なのか、又は機嫌が悪いのか等を解析す

る。

[0099] 続いて、画像分析部 3 4 は、ュ一ザを撮像 した画像における服装部分の画

像データと、不揮発性メモリ3 0 に記憶されているュ一ザの服装の画像デ一

夕とパターンマッチング等をして、ユーザが身につけている服装が、ユーザ

が保有 している服装のうちの何れなのかを特定する （ステップS 4 1 ) 。

[01 00] 続いて、C P U 2 2 は、特定 した服装に対応する第 2 のログを、ステップ



S 4 0 で解析 したユーザの感情 に応 じて更新する。 よ り具体的には、 C P U

2 2 は、ユーザの機嫌が良ければ、特定 した服装 に対応するお気に入 り度 を

上 げる。 また、 C P U 2 2 は、ユーザの機嫌が普通であれば、特定 した服装

に対応するお気に入 り度 を変更 しない。 また、 C P U 2 2 は、ユーザの機嫌

が悪 ければ、特定 した服装 に対応するお気に入 り度 を下げる。

[01 0 1 ] バ ックライ ト5 2 がオ フとな っている場合であ って、ユーザが当該携帯端

末 1 0 を保持 している場合、ュ一ザは、 当該携帯端末 1 0 を鏡 と して使用 し

ている状態である可能性が高い。 このような場合、ユーザは、身に着 けてい

る服装が気に入 つていれば機嫌の良い気分 とな り、身に着 けている服装が気

に入 ってなければ機嫌の悪い気分 となる可能性が高い。 そこで、 このような

状態 におけるュ一ザの感情 を、身に付 けている服装 に対応 して長期間記録 し

ていれば、ユーザがその服装 を気に入 っているか気に入 っていないかの指標

とすることがで きる。

[01 02] なお、 C P U 2 2 は、 ステ ップ S 4 0 ~ 4 2 の処理 をユーザが自宅 を出る

前 （例 えば通勤の前）であることを条件 と して実行 してもよい。 また、 C P

U 2 2 は、 ステ ップ S 4 0 4 3 の処理 を 1 日 1 回のみ行 うように してもよ

し、。 また、 C P U 2 2 は、撮像 された画像が不鮮明でュ一ザの服装が検 出で

きない場合 には、 ステ ップ S 4 0 ~ S 4 2 の処理 をスキ ップする。 C P U 2

2 は、 ステ ップ S 4 2 の処理 を終 えると、処理 をステ ップ S 4 3 に進める。

[01 03] 続 いて、 ステ ップ S 4 3 において、 C P U 2 2 は、ユーザにア ドバイスを

表示するタイミングか否かを判断する。 C P U 2 2 は、ユーザにア ドバイス

を表示するタイミングであれば （ステ ップ S 4 3 の Y e s ) 、 ステ ップ S 4

4 においてユーザに対 してア ドバイスを表示する。 C P U 2 2 は、ユーザに

ア ドバイスを表示するタイミングでなければ （ステ ップ S 4 3 の N o ) 、 ス

テ ツプ S 4 3 においてァ ドバイスを表示するタイミングとなるまで処理 を待

機 する。なお、 C P U 2 2 は、ユーザにア ドバイスを表示するタイミングで

なければ、一定時間ステ ップ S 4 3 で処理 を待機 したのちに、本 フローを抜

けて処理 を終 了 してもよい。



[01 04] ステ ップ S 4 4 においては、 C P U 2 2 は、一例 と して、 ネ ッ トワークを

介 してオ ンラインシ ョップ等で服等 を購入するタイミングにおいて、第 2 の

ログに示 される内容 を表示する。 C P U 2 2 は、一例 と して、服等 を購入す

るタイミングにおいて、 お気に入 り度の高い服装の画像データ、 または、 お

気に入 り度の低 い服装の画像データを表示する。 これによ り、ユーザは、新

たな服等の購入時等 に、 自分の好みを確認することがで きる。

[01 05] また、 C P U 2 2 は、 ネ ッ トワークを介 してオ ンラインシ ョップ等で服等

を購入 している場合 において、購入 しょうと選択 した服 とデザィンが似通 つ

ている服等 を既 にユーザが保有 していれば、注意 を促すァ ドバイスを表示 し

てもよい。 これによ り、ユーザは、似通 っている服 を重複 して購入 して しま

うことを回避することがで きる。

[01 06] また、 C P U 2 2 は、第 1 の ログを参照 して、頻繁 に着用 している服等お

よびあまり着用 していない服等 をユーザに表示する。 これによ り、ユーザは

、着用 している服等の偏 りを知 って、着用する服等の選択 に役立てることが

で きる。

[01 07] また、 C P U 2 2 は、ユーザが会社 に出勤 してか ら一定時間経過後の時間

帯であ ってユーザが会社 内にいる場合であ って、 ステ ップ S 3 9 で化粧崩れ

(顔 のテカ リおよび 口紅の色落ち）を検 出 した場合、 または、ひげが伸びて

きた ことを検 出 した場合 には、 その旨を表示 してもよい。 これによ り、ュ一

ザは、化粧直 しおよびひげを剃 るべ きタイミングであることを知 ることがで

きる。

[01 08] そ して、 C P U 2 2 は、 ステ ップ S 4 4 の処理 を完 了すると、本 フローを

抜 けて処理 を終 了する。なお、 C P U 2 2 は、 ア ドバイス表示 を行な った後

、デ一タ量が足 りなか つた り取得 したデ一タがまだ変化 していた りすること

によ り、ユーザの顔の撮像 を続 ける必要がある場合 には、 ステ ツプ S 3 5 に

処理 を戻 して、再度の撮像処理か ら処理 を繰 り返 してもよい。

[01 09] 以上、本発明を実施の形態 を用いて説明 したが、本発明の技術的範囲は上

記実施の形態 に記載の範囲には限定されない。上記実施の形態 に、多様な変



更 または改良を加えることが可能であることが当業者 に明 らかである。 その

様な変更 または改良を加えた形態 も本発明の技術的範囲に含 まれ得 ることが

、請求の範囲の記載か ら明 らかである。

[01 10] 請求の範囲、明細書、 および図面中において示 した装置、 システム、 プロ

グラム、 および方法 における動作、手順、 ステ ップ、 および段階等の各処理

の実行順序 は、特段 「よ り前 に」、 「先立 って」等 と明示 してお らず、 また

、前の処理の出力を後の処理で用いるのでない限 り、任意の順序で実現 しう

ることに留意すべ きである。請求の範囲、明細書、 および図面中の動作 フロ

—に関 して、便宜上 「まず、」、 「次 に、」等 を用いて説明 した と しても、

この順で実施することが必須であることを意味するものではない。

符号の説明

[01 11] 1 0 携帯端末、 1 2 デ ィスプ レイ、 1 4 タ ツチパネル、 1 6 内蔵 力

メラ、 1 8 マイク、 2 0 生体セ ンサ、 2 2 C P U 2 4 G P S モジ

ユール、 2 6 温度計、 2 8 カ レンダ一部、 3 0 不揮発性 メモ リ、 3 2

音声解析部、 3 4 画像分析部、 3 6 通信部、 4 顔認識部、 4 4

表情検 出部、 4 6 服装検 出部、 5 0 ミラ一フイルム、 5 2 バ ックライ

卜、 5 4 顔分析部



請求の範囲

[ 請求項 1] ユーザ身な りを撮像可能な撮像部 と、

前記撮像部の撮像結果 に基づいて、前記ユーザに情報 を提供する情

報提供部 と、

を備 える電子機器。

[ 請求項 2 ] 前記ユーザか らの操作 を受け付 ける操作部 を備 え、

前記撮像部 は、前記ユーザが前記操作部 を操作 している場合 におい

て、前記ユーザを撮像する

請求項 1 に記載の電子機器。

[ 請求項 3 ] 前記ユーザの音声 を検 出する音声検 出部 を備 え、

前記情報提供部 は、前記音声検 出部の検 出結果 に基づいて、前記ュ

一ザに情報 を提供する

請求項 1 に記載の電子機器。

[ 請求項 4 ] 前記撮像部が異なるユーザの身な りを撮像 した ことに応 じて、前記

情報提供部 は、前記異なるユーザの身な りに応 じて前記ユーザに情報

を提供する

請求項 1 に記載の電子機器。

[ 請求項 5 ] 前記異なるユーザに関するデータを記憶する第 1 記憶部 を備 える請

求項 4 に記載の電子機器。

[ 請求項 6 ] 前記第 1 記憶部が記憶するデータは、前記異なるユーザの顔 を表す

画像デ一タおよび声 を表す音声デ一夕の少な くとも一つである請求項

5 に記載の電子機器。

[ 請求項 7 ] 前記ユーザの生体情報 を検 出する生体セ ンサを備 え、

前記情報提供部 は、前記生体セ ンサの検 出結果 に応 じた情報 を、前

記ユーザに提供する請求項 1 に記載の電子機器。

[ 請求項 8 ] 前記撮像部 によ り撮像 された画像か ら前記ユーザの身な りを分類す

る分類部 を備 えた

請求項 1 に記載の電子機器。



[ 請求項 9] 前記分類部 による分類結果 を記憶する第 2 記憶部 を備 える請求項 8

に記載の電子機器。

[ 請求項 10] 前記撮像部 は、前記ユーザの顔 を撮像 し、

前記撮像部が撮像 したユーザの顔 に基づ き、前記ユーザの表情 を検

出する表情検 出部 を備 える

請求項 1 に記載の電子機器。

[ 請求項 11] 位置 を検 出する位置検 出部 と、

前記位置検 出部の検 出結果および前記撮像部の撮像結果 に応 じて、

表現 に関する情報 を表示する表示部 と、

を備 える請求項 1 に記載の電子機器。

[ 請求項 12] ユーザ身な りを撮像可能な撮像部 によ り前記ユーザの身な りを撮像

する撮像 ステ ツプと、

前記撮像部 による撮像結果 に基づいて、前記ユーザに情報 を提供す

る情報提供 ステ ップと

を備 える情報処理方法。

[ 請求項 13] ユーザ身な りを撮像可能な撮像部 によ り前記ユーザの身な りを撮像

する撮像 ステ ツプと、

前記撮像部 による撮像結果 に基づいて、前記ユーザに情報 を提供す

る情報提供 ステ ップと

をコンピュータに実行 させるためのプログラム。

[ 請求項 14] 表示 を行な う表示部 と、

前記表示部が表示 を していない場合 においてユーザを撮像する撮像

部 と、

前記表示部が表示 を していない場合 において前記ユーザの状態 を検

出する検 出部 と、

を備 える電子機器。

[ 請求項 15] ミラーが設 け られた前記表示部 を照明可能な照明部 を備 え、

前記照明部が前記表示部 を照明 していない場合 において、前記撮像



部の撮像 と前記検 出部 との検 出との少な くとも一方が行われる請求項

1 4 に記載の電子機器。

[ 請求項 16 ] 前記ユーザの操作 を受け付 ける操作部 を備 え、

前記表示部が前記操作部の操作 に関連 した情報 を表示 していない場

合 において、前記撮像部の撮像 と前記検 出部 との検 出との少な くとも

一方が行われる

請求項 1 4 に記載の電子機器。

[ 請求項 17 ] 前記検 出部 は、前記撮像部の撮像 に基づ き前記ユーザの身な りに関

する情報 を検 出する請求項 1 4 に記載の電子機器。

[ 請求項 18 ] 前記検 出部 は、前記撮像部の撮像 に基づ き前記ユーザの表情 を検 出

する請求項 1 4 に記載の電子機器。

[ 請求項 19 ] 前記検 出部 は、前記撮像部の撮像 に基づ き前記ユーザの顔の色 に関

する情報 を検 出する請求項 1 4 に記載の電子機器。

[ 請求項 20] 前記検 出部 は、前記ユーザの生体情報 を検 出する請求項 1 4 に記載

の電子機器。

[ 請求項 2 1 ] 前記検 出部の検 出結果 に関連する情報 を前記表示部 に表示する請求

項 1 4 に記載の電子機器。

[ 請求項 22] 前記検 出部の検 出結果 を記憶する第 1 記憶部 を備 える請求項 1 4 に

記載の電子機器。

[ 請求項 23] 前記ユーザの購入履歴 に関するデータを記憶する第 2 記憶部 を備 え

る

請求項 1 4 に記載の電子機器。

[ 請求項 24] 情報 を表示部 に表示する表示ステ ツプと、

前記表示部が情報 を表示 していない場合 においてユーザを撮像する

撮像 ステ ップと、

前記表示部が表示 を していない場合 において前記ユーザの状態 を検

出する状態検 出ステ ップと、

を備 える情報処理方法。



情報 を表示部 に表示する表示ステ ップと、

前記表示部が情報 を表示 していない場合 においてユーザを撮像する

撮像 ステ ップと、

前記表示部が表示 を していない場合 において前記ユーザの状態 を検

出する状態検 出ステ ップと、

をコンピュータに実行 させるためのプログラム。

ユーザを撮像可能な撮像部 と、

前記撮像部が撮像 した画像 に前記ユーザの身な りに関する画像が含

まれている場合 に前記身な りに関する情報 を検 出する第 1 検 出部 と、

を備 える電子機器。

前記撮像部が顔 を含む画像 を撮像 した場合 に顔認識 を行 う顔認識部

を備 えた ことを特徴 とする請求項 2 6 記載の電子機器。

前記顔認識部が認識 した顔の認識結果 と、前記第 1 検 出部が検 出 し

た身な りに関する情報 とを記憶する第 1 記憶部 を備 える

請求項 2 7 に記載の電子機器。

前記第 1 記憶部 は、前記ュ一ザの身な りに関する情報 と して、前記

ユーザの服装 に関する情報 を記憶する請求項 2 8 に記載の電子機器。

前記第 1 記憶部 は、前記服装の色 と形状 との少な くとも一方 に関す

る情報 を記憶する請求項 2 9 に記載の電子機器。

前記第 1 検 出部が検 出 した前記ユーザの身な りに関する情報 を表示

する表示部 を備 える

請求項 2 6 に記載の電子機器。

前記表示部 は、前記ユーザの服装 に関する情報 を表示する請求項 3

1 に記載の電子機器。

前記表示部 は、前記ユーザの顔 に関する情報 を表示する請求項 3

に記載の電子機器。

前記撮像部が撮像 を行 っているときの状況 を検 出する第 2 検 出部 を

備 える



請求項 2 6 に記載の電子機器。

前記第 2 検 出部 は、位置情報 を検 出する請求項 3 4 に記載の電子機

前記第 2 検 出部 は、前記ユーザの生体情報 を検 出する請求項 3 4 に

記載の電子機器。

前記 ユ ー ザの購買に関する履歴 を記憶する第 2 記憶部 を備 える

請求項 2 6 に記載の電子機器。

ユーザを撮像可能な撮像部 によ りユーザを撮像する撮像 ステ ツプと

前記撮像部が撮像 した画像 に前記ユーザの身な りに関する画像が含

まれている場合 に前記身な りに関する情報 を検 出する第 1検 出ステ ツ

プと、

を備 える情報処理方法。

[ 請求項 39] ユーザを撮像可能な撮像部 によ りユーザを撮像する撮像 ステ ツプと

前記撮像部が撮像 した画像 に前記ユーザの身な りに関する画像が含

まれている場合 に前記身な りに関する情報 を検 出する第 1検 出ステ ツ

プと、

をコンピュータに実行 させるためのプログラム。
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発 明の属す る分野の分類 （国際特許分類 （I P C ) )

Int.Cl. G06F3/01 (2006. 01) i，H04M1/00 (2006. 01) i
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国際調査で使用 した電子データベー ス （データベー ス の 9名111 称、調査に使用 した用語)
6222
年年年年
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引用文献の 関連す る
カテ ゴリ一 水 引用文献名 及び一部の箇所が関連す るときは、そ の 関連す る箇所の表示 請求項の番号

X JP 2010-199772 A (オ リンパ ス イ メ ージング株式会社） 2010. 09. 09, 1-13 ，26-39
特 に特許請求 の範 囲及び第 6，8 図 & US 2010/0214442 A1

X JP 2002-373266 A (ェ ヌィ ー シ 一フィールデ ィング株式会社） 1-13 ，26-39
2002. 12. 26，特 に要約及び特許請求 の範 囲 （ファ ミリ一な し）

X JP 2011-76596 A ( ノ ィ ム ジ ィー ク有限会社） 2011. 04. 14, 特 に要約 1-13 ，26-39
及び特許請求 の範 囲 （ファ ミリーな し）

c 欄 の続 きにも文献が列挙 されてい るc パテン トフアミリーに関す る別紙 を参照。

* 引用文献のカテ ゴ リー の 日の後 に公表 された文献
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もの 出願 と矛盾す るものではな く、発明の原理又は理論
ΓΕ 」国際出願 日前の出願 または特許 であるが、国際出願 日 の理解のために引用す るもの
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日若 しくは他 の特別 な理 由を確 立す るために引用す ΓΥ 」特に関連のある文献であって、当該文献 と他の 1 以
る文献 （理 由を付す） 上の文献 との、当業者 に とって 自明である組合せ に

Γθ 」 口頭 による開示、使用、展示等 に言及す る文献 よって進歩性がない と考 え られ るもの
「Ρ 」国際出願 日前で、かつ優先権の主張の基礎 となる出願 Γ& 」同一パ テ ン トファミリー文献

国際調査 を完了 した 日 国際調査報告の発送 日
1 9 . 1 2 . 2 0 1 2 0 8 . 0 1 . 2 0 3

国際調査機 関の名称及びあて先 特許庁審査官 （権限のある職員） 5 Ε 3 3 5 0

日本 国特許庁 （I S A J Ρ ) 岩崎 志保
郵便番号 1 0 0 — 8 9 1 5

東京都千代 田区霞が関三丁 目4 番 3 号 電話番号 0 3 — 3 5 8 1 — 1 1 0 1 内線 3 5 2 1
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C (続き） . 関連すると認められる文献
引用文献の 関連する
カテ ゴ リー * 引用文献名 及び一部の箇所が関連するときは、その 関連する箇所の表示 請求項の番号

A JP 2010-251841 A (株式会社ニコ 2010. 11. 04, 特に特許請求の
範囲 （フアミリーな し）

JP 10-305016 A (カシオ計算機株式会社） 1998. 11. 17，特に要約及 7，36

び特許請求の範囲 （ファミリーな し）

様式 P C T I S A 2 1 0 (第 2 ペー ジの続き） （2 0 0 9 年 7 月）
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第 Π欄 請求の範囲の一部の調査ができない ときの意見 （第 1 ページの 2 の続き）

法第 8条第3項 （P C T 17条 （2) (a) ) の規定によ り、 こ の 国際調査報告 は次の理 由に よ り請求の範 囲の一部 について作
成 しなかった。

1 . 請求項 は、この国際調査機 関が調査 をす ることを要 しない対象 に係 るものである。
つま り、

2 . 請求項 は、有意義な国際調査 をす ることができる程度まで所定の要件 を満
ない国際出願 の部分に係 るものである。つま り、

3 . 請求項 は、従属請求の範囲であって P C T 規則 6. 4 (a) の第 2 文及び第3文の規定に
従って記載 されていない。

第 欄 発明の単一性が欠如 しているときの意見 （第 1 ページの 3 の続 き）

次に述べ るよ うにこの国際出願 に二以上の発明があるとこの国際調査機 関は認 めた。
文献 1: P 2010-199772 A (オ リンパスィ メ一ジング株式会社）2010.09.09, 特 に特許請求

の範 囲及び第 6,8 図 & U S 2010/0214442 A l

請 求項 1 と請求項 14 とは、ユーザ を撮像す る点で共通す るが、 この点は文献 1 に記載 さ
れてい る とお り公知 であるか ら先行技術 に対す る貢献 をもた らす ものではない。

よって、 P C T 規則 13.2 の第2文 の意味 において特別 な技術的特徴 と考 え られ る他 の共通
の事項は存在 しないので、それ らの相違す る発 明の間に P C T 規則 13の意味にお ける技術的
な関連 を見いだす ことはで きないか ら、請求項 1-13,26-39 と、請求項 14-25 とは、異 な る発
明である と認、め られ る。

出願人が必要な追加調査手数料 をすベて期間内に納付 したので、この国際調査報告は、すべての調査可能な請求
項について作成 した。

2 . 追加調査手数料 を要求す るまでもなく、すべての調査可能な請求項について調査す ることができたので、追加調
查手数料の納付 を求めなかった。

3 . 出願人が必要な追加調査手数料 を一部のみ しか期間内に納付 しなかったの で 、 この国際調査報告は、手数料の納
付のあった次の請求項のみについて作成 した。

4 . 出願人が必要な追加調査手数料 を期間内に納付 しなかったの で 、 この 国際調査報告は、請求の範囲の最初に記載
されてい る発明に係 る次の請求項について作成 した。

1-13, 26—39

追加調査手数料の異議の申立てに関す る注意
□ 追加調査手数料及び、該当す る場合には、異議 申立手数料の納付 と共に、出願人か ら異議 申立てがあった。

追加調査手数料の納付 と共に出願人か ら異議 申立てがあつたが、異議 申立手数料が納付命令書に示 した期間
内に支払われなかった。

追加調査手数料の納付はあったが、異議 申立てはなかった。

様式 P C T I S A 2 1 0 (第 1 ページの続葉 （2 ) ) ( 2 0 0 9 年 7 月）
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